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世界初の低アレルゲン・ 高1l Sグロプリン大豆品種「ゆめみのり」の特徴と利用
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Agronomic and Quality Characteristics of New Soybean Cultivar"Yumeminori",

which is the First Low Allergenic and High llS g10blin Content Soybean
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1  は  し  め  に

国産大豆の一層の普及,定着と農家収益の向上を図るた

めに,付加価値がより高い品種の育成が求められている。

そこで,遺伝資源探索と放射線育種法によって大豆貯蔵蛋

自質組成を改変し,栄養価の向上と,人体に対するアレル

ギー物質 (ア レルゲン)を低減させ,安全性並びに栄養性

を兼備 した大豆新品種「ゆめみのり」を育成 した。「 ゆめ

みのりJは ,低アレルゲン大豆食品用の原料として極めて

有望であり,煮豆,味噌,納豆などの加工原料 としての利

用が計画されている。また,葵の付 く位置が高く倒れにく

いので,コ ンバイン収穫体系に適 している。

2育 成 経 過

大豆品種「ゆめみのり」は,1991年に東北農業試験場作

物開発部大豆育種研究室において,種子貯蔵蛋自質の高H
Sグ ロブリン化 (7Sグ ロプリンα,α

′
及びβサブユニッ

トの欠失)を 目標に,7Sグロプリンのα
′
サブユニ ント

が欠失し,α 及びβサブユニット生成量が半減 した「刈系

434号Jに対して,γ 線を照射 し,そのM,種子から7Sグ
ロプリンα,α

′
サブユニット同時欠失変異種子を 1粒見

出し,以後,選抜・固定を図ってきたものである (図 1)。

1995年 に「刈系552号」として,生産力検定予備試験及

び特性検定試験等に供試し,1996年に「東北 124号 Jの地

方番号を付して奨励品種決定試験等に供試してきたもので

ある。2000年 における世代はMnに あたる。

3特 性 概 要

a)生態的特徴

主な生態的特徴として,胚軸色及び花色は “紫",4ヽ葉

の形は “円葉",毛茸色は “自"である。主茎長,主茎節

数は “中",分枝数は “少"で ,いずれも「タチユタカ」

並である (表 1)。 成熱期は “中の晩"で ,裂奏の難易は

“中" 倒伏抵抗性は “強" 最下着葵節位高は “やや高 "

ダイズウイルス病圃場抵抗性は・強",ダ イズシス トセン

チュウ抵抗性は '弱 "で,い ずれも「 タチユタカJと 同

程度で,コ ンバイン収穫が容易である。子実収量は「 タチ

ユタカJと比べ,やや低収である。

12)子実の特徴

1)子実成分と品質

粒の大小は「 タチユタカJよ りやや小さい “中の小・

に属し,粒形は “球"で ,子葉色,騰色は “黄",種皮色

は “黄白"である。粗蛋自質含有率は約45%で「 タチユ

タカJよ りも3%程度高く “高"に分類される (表 2)。

蛋自質組成のうち,1l Sグロブリンの含有量が高いため
,

人体の必須アミノ酸である含硫アミノ酸 (シ スチン,メ チ
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表 1 育成地における生育特性

(月 日) (cll)    (本 /株) (lll)         (kg/a) (%)
普通畑  ゆめみのり     1015  63  172  32   230  無   無   214   90

(標準播) タチユタカ (標準) 1015  65  168  34   222  無   無   239  100
普通畑  ゆめみのり     1025  50  136  26    -   微   無   178   91

(晩 播) タチユタカ (標準) 1026  50  135  24    -   撫    無   195  100
転換畑  ゆめみのり     1015  68  172  42    -   少   無   287   91

(標準播) タチユタカ (標準) 1014  72  169  40    -   少   無   314   100
注 栽培地 :東北農業試験場 育成圃場

試験年次 :1996～2000年 (最下着奏節位高は平成1998～2000年 )

表 2 品質特性

(標準播) タチユタカ (標準) 247  少  無  無  中上  418

サブユニット

含有率  7S・ α  7S・ α′ Gly m Bd
(g)                  (%)  サプユニット サプユニット   28K

普通畑  ゆめみのり     234  中  無  微  中中  453    無    無    無
i 414   有    有    無

り     219  少  無  無  中上  441    -
_K堕 播̈)… 2,■ ′″K燿り … 4=0__申 __無 …無…申申__1110… ……■

転換畑  ゆめみのり     227  微  無  微  中中  457    -

注 栽培地 :東北農業試験場 育成圃場

試験年次 :1996～211110年

表3 子実の含硫アミノ酸含有量

測定場所    系統 。品種名   含硫アミノ酸の合有量
メチオニン シスチン

(mg/8蛋 自質)

A製油会社   ゆめみのり

需者と連携 しながら,低アレルゲン商品 (煮豆,味噌,納

豆等)の開発を進めている。

3 栽培上の留意点

低アレルゲン製品用の生産にあたっては,他品種との自

然交雑,混種を厳密に避ける必要があり,本品種単一の集

団栽培を行うとともに,収穫,調整時において他種子の混

入を防止する必要がある。また,シ ストセンチュウ抵抗性

を持たないので,汚染圃場での作付は避ける。

4 ま  と  め

2000年現在,奨励品種採用予定県はないが,実需者か ら

子実供給への強い要望があるため,当面は秋田県及び埼玉

県の特定場所において高純度子実の生産体制を確立し,実

需者との契約栽培を進める予定である。

なお,低アレルゲン,高 1l Sグ ロプリンなどの子実成分

特性を活かした用途開発は,ま だ多くの可能性が残されて

いるので,大学,実需者等との連携により,さ らに推進す

る。また,「 ゆめみのり」はやや低収なので,多収化栽培

技術を開発する必要がある。

14        20

普通大豆 (10M) 13   13
B納豆製造会社 ゆめみのり     17   19

タチユタカ

地塚大豆

17

15       16

14

オニン)の含有量が普通大豆より約 2割高い (表 3)。

2)低アレルゲン性

「ゆめみのり」の子実は,人体に対する3つの主要なア

レルゲン蛋自質 (7Sグ ロプリンαサブユニット,Gly
m Bd28K,Gly m Bd30K)の うち,7Sグ ●プリンα

サブユニットとGly m Bd 28Kの 2つが欠失 している

(表 2)。 また,残るアレルゲンGly m Bd 30Kの物理化

学的除去が従来型大豆よりも極めて効率的に行え,現在 ,

その方法は東北農業試験場と民間企業との共同特許を出願

中 (特開平09-037720)で ある。そのため,低アレルゲン

食品の製造原料として好適である。現在,京都大学及び実
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